






 

昭和 52 年より全国的に始められた先天代謝異常マススクリ一二ング検査は、昭和 54 年か

らはクレチン症が加わり現在6疾患について実施されている。昭和 60 年度には 99.4%の受

診率を示しほゞ全新生児をカバーしているといっても過言ではない。そして現在までに発

見され治療を受けた患児は 2,018 名にものぼっている。この有益な新生児マススクリーニ

ングも開始以来己に10 年を経過し、この辺で現行のマススクリーニングの問題点を考え、

今後の新生児マススクリーニングに資する目的で本調査を行った。問題点としては、(1)

一次検査で検査結果が疑陽性または陽性の児は確実に再検査が行われているであろうか。

再検査もれはどの位あるか。(2)患者の follow-up 体制は出来ているであろうか。(3)マタ

ーナル PKUについて患児への教育は誰が行うのか。(4)今後のマススクリーニングに追加す

べき対象疾患は何か。現行の新生児マススクリーニングを今後続けるにあたってどのよう

な問題点があるか。等を挙げ全国都道府県の日本母性保護医協会(日母)支部の支部長なら

びにマススクリーニング担当者にアンケート調査を行った。問題点の(1)については集計が

間に合わなかったので後日報告する。 


